
様式１ 令和６年度　　山梨県立笛吹高等学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価） 　

Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 達成できなかった。（４割未満） 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

◎学び続ける教員による授業の充実を図る
・山梨スタンダードに基づいた授業実践により「主体的・対話的で深い学
び」の実現に向けた授業の改善に取り組む。（ICTの利活用を行う）
・相互授業参観や授業研究、教員研修を通じて、教員の授業力向上に努
める。
・やまなし教員育成指標に基づき常に学び続けることを意識し、自己研鑽
に努める。

・授業アンケート
・ICTの活用状況

◎生徒の家庭学習の推進を図る
・生徒が自己の生活を見つめ、主体的に家庭学習に取り組むことができる
よう、ICT学習支援ツールと今未来手帳の活用に取り組む。

・Classiや今未来手帳の活用状
況

◎個別最適な学びと協働的な学びの実現を図る
・教科横断型STEAM型の新教科を設定し、生徒に言語能力、問題発見・
解決能力など学習の基盤となる資質・能力を育成することを目指す。
・４学科の特徴を生かし、生徒一人一人に応じた学びが実現できる教科や
カリキュラム開発を行う。

・相互授業参観の状況
・カリキュラムデザインの進捗状
況

◎いじめの未然防止に努める
・いじめ調査に併せ、生活実態の把握に努め、予防的な指導の充実を図
る。

・教職員間の情報共有
・保護者との情報共有と情報発
信

◎担任、副担任の連携・協力によるホームルーム指導を実施するとともに
学校全体で情報共有を図り、組織としての適切な対応に努める
・生徒一人一人が抱える課題に着目し、個性を認め、個別の発達を支援
するホームルーム活動を行う。
・学校全体で情報を共有する体制を整備し、組織的な対応を行う。

・登校指導の実施
・学年・学科集会など様々な場
面での指導

◎生徒の安心安全な学校生活を確保する
・授業、クラブ活動、登下校など学校生活全般における生徒の安心安全を
確保する。

・学校生活の充実感
・教育相談の充実
・危機管理の徹底

◎習熟クラス、少人数授業等編成目標に応じた学習指導を行い、進路実
現を図る

・相互授業参観の状況
・指導と評価の一体化

◎生徒、保護者の意向を調査・把握し、進路希望を実現するための具体
的な手立てを講じる
・生徒や保護者への情報提供を充実させ、進路意識や目的意識を高め
る。

・二者懇談・三者懇談の実施状
況
・各種便り，HP等の充実

◎課外授業や課外指導の充実を図る
・土曜講座、長期休業課外、小論文講座、各種検定など生徒のニーズに
応じた学習機会を設け、積極的な参加を促す。

・多様な学習機会の提供

◎進路行事や総合的な探究の時間等を通してキャリア教育の体系化を図
る
・「総合的な探究の時間」「課題研究」「FFグローカル」での探究活動を通し
て、外部機関等と連携しながら効果的なキャリア教育を行う。

・計画的な進路ガイダンスの実
施
・地域社会への関心度

◎生徒が地域の課題発見・解決に主体的に関わり、社会参画できる実践
的な活動を行い成就感や自己肯定感を高める

・総合的な探究の時間の充実
・学校運営協議会との連携によ
る活動

◎学校行事を通じ、地域社会の一員としての所属感や連帯感をさらに強く
持てるよう育成する

・生徒会活動の充実
・広報活動の充実
・笛吹市との包括連携による活
動

◎業務の平準化を図る
・会議等の効率化、行事・分掌の見直しを行う。

・会議や行事の精選

◎部活指導の適正化を推進する
・年間指導計画に基づく、適正な部活指導を実践する。 ・部活動の実施状況と活性化

留意点 （１）重点目標と評価項目については，各学校の現状と課題に基づき，実情に合わせて重点化し，設定する。
（２）学校関係者評価については，年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し，評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは，最終回の学校評価委員会等を開催し，学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

・目標達成に向けて、教職員一丸となった努力がなされていること
が感じられる。「ＦＦグローカル」については、実施にあたって教員間
で入念な打ち合わせを行い、特に到達度、「何ができたら目標達成
とするのか」については明確なコンセンサスを取っておくことが望ま
れる。
・今年度、学校評価において定量化を行ったことは、実際の授業を
の効果を検証していく上で、効果があったと考える。また、ICTなど
の取り組みについては、一般的なＰＣを用いた調査や、生成ＡＩを用
いた調査に留まらない、生徒の豊かな創造性やこれまでにない課
題解決の方法を引き出す必要性がるのではないか。また、学校評
価アンケートの増減やコメントに振り回されず、長期的な視点で評
価していく体制が必要。
・今年度は「FFG」の授業において、地域コーディネーターに週3回
来ていただいていると聞いている。笛吹高校の生徒は、様々な業
種の大人に接する機会があるので、生徒にたちに様々な芽生えが
ある。この先の将来について大きく変わっていくのではないかと思
われる。色々な企業から話を聞いてもらいたい。また、4学科あるこ
との利点を生かした授業が行われていくと笛吹高校のオリジナル
な面が生かされるのではないか。

2

・農業の実習で将来を目指す皆さんが、海外での販売の状況を見
るのがいい勉強である。「百聞は一見に如かず」である。このような
事業は生徒の見識を広げるよい機会でもあるので、これからも継
続をしてほしい。
・笛吹高等学校の良い特徴の一つは、キャリア教育が充実してい
ることだと思う。現在のように今後も生徒一人一人について、将来
何になりたいのか、そのためには今何をすべきなのかを共に考え
る教育を継続して実践していただきたい。

4

5
教職員の多忙化改善に
向けた取り組みを行う

・第2回学校運営協議会において、部活動に熱心に取り組んでいる
生徒と話をした。人間関係づくりで学校に取り組んでほしいことを問
うと、道徳の時間が少ないとの指摘があった。担任の先生以外にと
相談できる人が欲しい、または相談できる場があるとよい。
・目標達成に向けて、教職員が出来得る最善の努力がなされてい
ることが感じられる。今後も生徒だけでなく保護者とも密なコミニュ
ケーションをとり、状況の早期把握と改善に努めていただきたい。
・いじめの未然防止については、生徒も保護者も肯定的な意見が
増えている。このことについては学校の体制が良くなってきている
結果だといえる。今後も、生徒や保護者が相談しやすい環境づくり
や道徳の授業などの充実を行い、いじめが未然に防止される学校
であってほしい。

1

生徒への教育の質を保
証する（生徒理解に努
めながら学習意欲の向
上と確かな学力の定着
をはかり、魅力ある授
業づくりに向けた授業
改善の工夫）

○学び続ける教員による授業の充実を図る点においては、今年度
の質問事項を定量化し、質問内容が具体化されたこともあり、教員
の自己評価、生徒・保護者からの評価のいずれにおいても昨年度よ
り低下するものも見られた。特に教員の評価において、昨年度の
「学習の目標を授業の始めに示す」という質問内容に対して、「学習
の目標を毎回の授業の始めに示すこと」と「毎回」という文言を入れ
たところ10ポイント程度低下がみられた。しかし、このことにより質問
に対する評価基準が明確になり、回答の質や正確性を客観的に評
価することができた。〇本校は研究開発校であり、外部講師を招聘
しての職員研修の機会を多く設けることができた。それを実際の授
業の改善につなげる実践が必要となっている。相互授業参観の期
間を設定して実施することができ、昨年度より積極的な活用状況が
見られた。○生徒の家庭学習の推進のため、ＩＣＴ学習支援ツールを
授業や家庭学習に使用できており、特に、振り返りのポートフォリオ
としての活用が定着してきた。手書きの今未来手帳とデジタルの
Classiの双方を活用することで相乗効果が生まれた。○研究開発学
校の２年目となり教科横断型ＳＴＥＡＭ型の新教科「ＦＦグローカル」
を１・２学年で展開できた。話し合い、討論、発表などの言語活動へ
の取り組みが充実したことで、他の人発表に耳を傾けることができ
たと自己評価する生徒が非常に多く、新教科を設定した全校的な取
り組みが奏功していると考えられる。

B

○学習目標の提示、振り返りの実施、主体的で対話的な活
動の実践が課題となっており、生徒の学習意欲や理解度に
影響を与え、授業の効果が低下する可能性がある。職員研
修で得た知識やスキルを実際の授業改善にどのように反映
させるかを職員間で検討、共有する時間を設けるなど、職員
研修の実施方法を改善する。また、それらを授業観察時で実
践して教員同士のフィードバックを共有したりすることで、授
業の質を向上させられるようにする。生徒に対しても、適正な
学習評価と生徒へのフィードバックの徹底を行いたい。○ＩＣＴ
学習支援ツールの活用場面を通常の授業の他に設定すると
ともに、ツールの利用範囲を拡大する。特に、学習支援ツー
ルは個々の生徒の学習状況に応じた利用に適しており、ニー
ズに合わせて学ぶことができるようにする。振り返りは生徒の
学習意欲や自己肯定感の向上、学びの自己調整に有効であ
るため、今後も積極的に活用していく。○令和７年度は、研究
開発学校の３年目となり、「ＦＦグローカル」がすべての学年で
実施されることになる。３学年ではグローバルな視点を積極
的にとりれた探究活動を行い、社会参画に必要な資質・能力
の育成に重点を置いて実施する。

生徒が安心安全な学校
生活を送ることができる
学習環境をつくる（良好
な人間関係と規範意識
の醸成を目指した、日
常的な教育活動の工
夫）

〇担任を中心に日常生活の中で状況把握に努め、友人関係や、家
庭環境、悩みなど学年集団でかかわりを持ち、いじめの未然防止や
初動対応について教職員の研修も実施しながら重点的に取り組む
ことで、事案の深刻化を避けることができるように努めた〇担任だけ
ではなく、保健室や学科職員など該当生徒の状況に応じて柔軟に
担当職員を変更し、対応した。〇学校で得られた事案情報を関係職
員間で共有するとともに、速やかに保護者にも報告することで家庭
との連携に努めた。〇週一回の情報共有会やいじめ対策委員会で
は生徒の様子について継続的に情報把握や経過観察に努め、状況
改善以降も、新たな悩み等の発見に努めた。〇生徒の生活環境や
家庭環境、資質を共有し、積極的にＳＣやＳＳＷ、外部機関を活用
し、支援の充実につなげることができた。〇良好な人間関係形成及
び規範意識醸成のため、道徳講話を実施したり、HRでの道徳教育
の充実を図った。〇交通安全指導や施錠管理の面で、自転車のヘ
ルメット着用等徹底できない部分があった。

B

〇生徒理解やいじめの未然防止について、生徒に関わりの
ある職員（担任・教科担・部顧問等）が情報共有をする中で、
現在生じている事案を学年や、毎週の情報共有会で共有し、
学校全体で改善に向かう指導を考える。〇問題が深刻化す
ると支援の継続が困難になるケースが多いため、学校と家庭
が早期に情報共有、連携できる体制を作り出す。〇身体的精
神的な個性を持つ生徒もともに生活する学校環境を整えるた
めに教室の雰囲気づくりに努め生徒自身が、集団が居心地
の良いクラスづくりに向かえるよう職員に意識させる。〇交通
事故や盗難事案では、まだ他人ごとにとらえる傾向が強いた
め、継続的に指導を続け未然防止に努める。また事故事案で
は初動対応について引き続き指導をする。

２．日々の教育活動をとおして，良好な人間関係と規範意識の醸成をはかる。 概ね達成できた。（６割以上） できている。

学校目標・経営方針
◎自己の可能性を信じ，何事にも主体的にチャレンジする生徒の育成
◎広い視野をもち，地域社会の形成にすすんで参画できる生徒の育成 山梨県立笛吹高等学校校長　　廣　瀬　志　保

本年度の重点目標

１．魅力ある授業の工夫をとおして，学習意欲の向上と確かな学力の定着をはかる。

達
成
度

ほぼ達成できた。（８割以上）

評
価

良くできている。

３．生徒個々の希望と適性に応じた進路の実現をはかる。 不十分である。(４割以上)

５．教職員の多忙化改善に向けた取り組みを行う。

3

目標達成に向けて、教職員一丸となった努力がなされていることが
感じられる。今後も仕事効率化に努めるとともに、新規な取り組み
を行う場合は、それと合わせて、これまでの取り組みの廃止・省略・
簡易化を実施することで、仕事を増やしてそれに追われないような
努力を続けていくことが望まれる。

3

〇生徒の探究活動の中で地域社会が抱える課題をより自分事に考
えて取り組む授業実践も増え、地域との連携の場も格段に多くなっ
ている〇「ふれあいフェスタ笛吹」を実施し、多くの地域の人々に野
菜や食品を販売したり交流を深めることができたとともに、今年度は
探究活動の成果についても地域の方々へ発信することができた。〇
生徒の学校評価アンケートから、、「校外活動に主体的に取り組ん
でいる」という項目で、8割以上が肯定的な評価をしており、生徒が
自ら学びに向かう姿につながっていることが伺える。

B

〇生徒が基礎的・基本的な知識、技能を身につけるとともに、
実生活でも活用できるよう、確かな学力を学校全体で育成す
る。〇各教科ごとの取組を教科横断したものにするためのシ
ラバスの共有や情報発信の機会を設定することが求められ
る。R7年度は基礎力の定着に向けた活動を通して職員の共
通理解を図りたい。〇土曜講座や長期休業課外等は、生徒・
保護者からの期待が大きい反面、部活動との両立もあり、運
用面で課題が多い。受講対象を明確にし、学習の質の充実
を図る。〇Classiのポートフォリオ機能で蓄積したものを生か
し、自己理解を深めさせるとともに進路選択時の指針のとし
て生かせるような指導につなげていく。〇「キャリアデザイン」
につなげていくためにも、多様な外部団体と連携した学習機
会を充実させ、多角的に物事を思考し、主体的に行動する生
徒の育成につなげる。〇進路に関する情報発信に対して
様々なご指摘を受けている現状から、Classiが生徒・保護者
に浸透していることを援用し、キャリアデザインについて話題
にする働きかけを強化していきたい。

〇新教科「FFグローカル」が来年度はすべての学年で実施と
なる。学校評価からも「笛吹市との連携活動を行うことで、成
就感や自信につながっている。」という項目において、7割以
上の生徒が肯定的な評価であり、生徒にとって自己有用感を
高める活動となっている。次年度もさらに向上できるよう取り
組んでいきたい。○生徒の課題発見・解決学習への取り組み
に対して、学校運営協議会の御協力をいただき、有意義な学
習を行うことができている。今年度は、全国大会での発表な
ども行われ活動が広がってきており、今後も継続して学校運
営協議会のご指導・ご協力をお願いしたい。

A

3

〇文書等の印刷や配布の負担を減らすため、今年度はTeamsを活
用して、先生方や生徒への伝達を行った。〇会議の時間短縮を図る
ことができるよう、連絡・報告事項は運営委員会に出席している主任
が各グループで質問に答え、それ以外のものを全体にかける形式
で実施した。〇部活動が年間指導計画に基き効率的な指導が実践
できるように促した。

B

〇今年度は「高校生世界農業遺産サミット」を終日とし、生徒
の発表の機会の時間を増やしたことにより、他校との交流な
どの時間が充実し、多角的なものの見方考え方につながる機
会となった。来年度は、台湾の高校との交流も考えているの
で、グローバルな視点での探究活動となるようにしていきた
い。

3

3

進路指導を充実させ、
生徒の進路実現を図る
（各々の適性に応じた
進路を実現）

〇普通科の1,2学年は2クラスであるが、少人数の習熟度別授業を
展開することで学習内容の定着を図った。〇学習支援ツールを活用
し、より知識の定着が図れるように工夫するとともに、家庭学習時間
の確保を目指した。〇より実効性のある進路指導を図るため、各学
期ごとにCareer Dayを実施し、生徒が自己のキャリア形成に向けて
考える機会を増やした。〇振り返りを通して自己理解を深めようと
ポートフォリオの取組を強化したことで、意識を高く持って行動できる
ようになった。〇外部と連携して、本校での進路ガイダンスの実施や
笛吹市と連携した就職説明会などの多様な学習の機会を増やし
た。生徒は意欲的に参加し、自らの進路の理解と関心を深めること
ができた。〇３年生の進路指導には全教職員を挙げて、きめ細かい
指導体制を組み、学校全体で行うことができている。〇生徒アン
ケートでは長期休業課外に多くの支持を得ることができた。目的と
内容を明確にし、更なる充実に取り組んでいく。〇進路ガイダンスを
有効に活用して進路選択につなげていく生徒が多い。〇Classiの
ポートフォリオを通した双方向でのコミュニケーションも浸透し、生徒
個々の適性の把握や進路実現にきめ細かく対応できるよう、二者懇
談、三者懇談を充実させた。

できていない。４．笛吹市との包括連携等を活かして，地域課題に取り組む意識と行動力を育てる。

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価 学校関係者評価

本年度の重点目標 年度末評価（令和６年２月１日現在） 実施日　（令和７年２月１２日）

自己評価結果 評価

・目標達成に向けて、教職員一丸となった努力がなされていること
が感じられる。土曜講座や長期休業課外等は、多くの時間を割い
て学習時間を設けることに加え、その時間の中で高い学習効果が
得られるための効率の良い学習指導法の開発と実戦に向けて、努
力していくことが望まれる。
・生徒にとって基礎的。基本的な知識を身に付けることは、社会に
出た後非常に重要となってくる。今回の年度末評価では、進路に関
する項目の肯定的な意見が増えているので、この体制を維持して
いってほしい。また、生徒にとって様々な経験をする機会が、進路
を考える上では大切だと思うので、地域の方々が職業についてお
話しする機会などを継続してほしい。生徒の姿を見ながら、地域の
大人が本気になって子どもに関わることの重要性を感じている。
また、事業が単年度になるのではなく、１年後、３年後に続いてい
ける、持続可能な取り組みを作っていただきたい。
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これからの時代を生き
る生徒に必要な資質・
能力を育成する。（具体
的な学習の場面におい
て、学んだことを積極的
に生かし、他者と連携･
協働しながら課題解決
する力を育む）


